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１ 令和６年度安全研修会及び活動報告会について  
  令和７年３月 11 日（火）山形市平久保 山形ビッグウイングにおいて、約 60 名が参加し安全

研修会と活動報告会を行いました。  
 
【安全研修】 

 「里山整備における 

チェンソー・刈払機等の安全作業について」 

      東根市森林組合 参事 清 野 敬 介 氏 

森林・山村多面的機能発揮対策交付金事業では、地域 
住民自らがチェンソー、刈払機等を用いて広葉樹の伐採 
など里山整備を行うことから、大きな事故につながらな 
いように作業の安全を確保することが重要です。 
幸い県内においては、当事業による事故発生の報告は近年ありませんが、今年度も全国で５

件の事故発生が林野庁から報告されています。それらには、伐採作業で疲れた後に重い機材を

人力で運ぶ途中に起きたものもありますが、大きな負傷事故は、かかり木処理の作業に伴って

発生しています。今後も事故なく活動を継続するために、機器使用や伐木作業の基本はもとよ

り、事故防止の留意点を学んで自己流を改め、安全確保の徹底を更に図ってほしいです。 
清野参事よりは、安全・快適な作業のために有用な資材をはじめ、作業環境の安全確保、か

かり木の処理など、現場経験を踏まえた種々の安全対策について情報提供いただきました。 

 
【活動報告】 

  今年度が計画の区切りとなる団体から報告いただき、それ 
 ぞれの特徴ある取組みについて質疑も活発に行われました。 

① 一般社団法人 関山愛林公益会（東根市） 
② 細野の山を愛する会（尾花沢市） 
③ 最上町山の会 
④ 森の仲間（鶴岡市） 

地域協議会各委員と大隅アドバイザーからは次のような感 
想・講評をいただきました。 
・地域の人々が森を見る目が変わってきた。皆さんの森を活 
用する取組みの成果と思う。 

・楽しみながら全員無理なく、楽しく活動されている姿が想 
像できた。活動の継続を切に願う。 

・地域を巻き込み、各団体連携しての取組み継続、すばらしい。  
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発表された団体の皆様、年度末のお忙しい中、事前の準備を含め大変ありがとうございました。 
また、たくさんの方々よりご参加いただきましたことに対しても、重ねて感謝申しあげます。 

 

２ 令和６年度事例集の発行について 

活動組織の皆様のご協力により「令和６年度森林・山村多面的機能発揮対策活動報告事例集 

地域の力で里山再生」を発行しました。報告会に出席された方々や活動を計画している団体など

にもお渡ししましたが、まだ数に若干余裕がありますので必要な方は事務局にお申し出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お忙しい中、原稿の作成や写真データの提供など、ありがとうございました。 

３ 令和７年度事業について  

 令和７年度事業について１月に活動組織の皆様から要望調査を行い、その結果を林野庁に提出

しましたが、交付金の内示は、次年度も４月 1日付けとなる見通しです。令和６年度には、内示

後直ちに各組織に内示額を示し、「採択申請書」「活動計画書」「規約」「協定書」「森林簿」「通帳

の写し」「チェックシート」等を４月 18 日までに提出してもらっています。これらを取りまとめ、

５月連休明けに「地域協議会」を開催し、５月 14 日に林野庁に交付申請を行っていました。 

 令和７年度も同様のスケジュールになると思いますので、資源活用に係る様式の一部変更も予

想されますが、準備方よろしくお願いします。 

 林野庁から令和７年度事業の要綱・要領が正規に示されるのも、４月以降とは思われますが、

通知があり次第お知らせいたします。 
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